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床救急医学会雑誌 26(3): 360, 2023.

本川哲史：【はたらきと注意点を押さえて不安にさよなら!疾患別!ナースのための循環器治療薬のポイント】急

性大動脈解離の薬物治療. ハートナーシング 36(7): 648-657, 2023.

本川哲史, 前村浩二：【高血圧診療の百年の変遷と新たな展開】他の疾患を合併する高血圧 心疾患. 臨牀と研究

100(1): 48-52, 2023.

前村浩二：第50回 内科学の展望 「General Physicianにとっての脳卒中・循環器病診療update ～脳卒中・循環器病

対策基本法でどう変わるか？～」Overview. 日本内科学会雑誌 112(3): 331, 2023.

前村浩二：第50回内科学の展望 「General Physicianにとっての脳卒中・循環器病診療update ～脳卒中・循環器病

対策基本法でどう変わるか？～」まとめ. 日本内科学会雑誌 112(3): 390, 2023.

本川哲史, 前村浩二：【水・電解質異常と輸液管理】各種病態における輸液管理 心不全. 臨牀と研究 100(7): 794-
798, 2023.

武居明日美：【一般医家のための-DOAC時代の心房細動診療】心房細動の薬物治療と管理　周術期にワルファ

リンやDOACはどうする?. Medicina 60(13): 2290-2295, 2023.

深江学芸：心電図は1枚の窓(第24回)　様々なQRS波形を呈した72歳女性. 診断と治療 111(5): 569(679)-570(682),
2023.

前村浩二（編集：伊藤　浩, 山下武志）：脳卒中・循環器病対策基本法と5ヵ年計画. 循環器疾患最新の治療2024-
2025, 南江堂 : 58-62, 2023.
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前村浩二・教授 評議員 脳心血管抗加齢研究会

前村浩二・教授 評議員 日本血管不全学会

前村浩二・教授 評議員 ISHR日本部会

前村浩二・教授
循環器領域におけるダイバーシティに関す
るガイドライン作成委員

日本循環器学会

前村浩二・教授 評議員 日本腫瘍循環器学会

前村浩二・教授 評議員 日本心血管脳卒中学会

前村浩二・教授 評議員 日本心臓リハビリテーション学会

前村浩二・教授 幹事 心筋生検研究会

前村浩二・教授 副理事長・FAPSC・学術委員 アジア太平洋心臓病学会

前村浩二・教授 理事 日本臨床分子医学会

前村浩二・教授 連携会員 日本学術会議

前村浩二・教授 理事 日本心脈管作動物質学会

前村浩二・教授 評議員・学術委員会委員 日本脈管学会

前村浩二・教授 代議員 日本老年医学会

前村浩二・教授 理事 ISHR日本部会

前村浩二・教授 評議員・監事 日本心不全学会

関　係　機　関　名

前村浩二・教授 評議員・学術集運営委員会委員 日本内科学会

前村浩二・教授 評議員 日本抗加齢医学会

前村浩二・教授 評議員 日本時間生物学会

前村浩二・教授 理事 日本臨床分子医学会

前村浩二・教授
評議員・COI審査委員会委員長・国内交流委
員会委員

日本高血圧学会

前村浩二・教授 評議員 日本動脈硬化学会

前村浩二・教授

常務理事（コングレス担当）・評議員・
FJCS・Circ J編集委員・渉外委員会（国
内）委員長・心臓移植適応検討小委員会委
員・基本法・5ヵ年計画検討委員会委員長・
学術委員会委員・総務委員会委員・将来構
想委員会委員・学術集会運営委委員会委
員・BCVR部会委員・渉外委員会（国際）委
員

日本循環器学会

前村浩二・教授 評議員・FJCC 日本心臓病学会

米倉　剛：経カテーテル大動脈弁留置術（Transcatheter Aortic Valve Implanyayion:TAVI）について. 長崎県医師会

報 (928): 52-53, 2023.

黒部昌也, 前村浩二：心筋梗塞の二次予防を目的とした地域連携クリニカルパスの取組み. 長崎市医師会報 (672):
18-24, 2023.

黒部昌也, 前村浩二：地域医療ネットワークによる 心筋梗塞患者の情報共有と クリニカルパスによる再発予防

の実現. あじさいネットオフライン通信 (47): 8-9, 2023.

黒部昌也, 前村浩二：心筋梗塞の二次予防を目的とした地域連携クリニカルパスの取り組み. 佐世保市医師会報

(181): 7-10, 2023.

黒部昌也, 前村浩二：地域連携クリニカルパスの取り組み. 西彼杵医師会報 (124): 62-70, 2023.
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佐藤大輔・助教 Deputy Editors-in-Chief Breast Cancer誌

武居明日美・講師 評議員 日本不整脈心電学会

赤司良平・助教 運営委員
日本心血管インターベンション九州・沖縄支
部

南　貴子・准教授 運営協議会委員 長崎県医療勤務環境改善支援センター

南　貴子・准教授 評議員 日本循環器学会九州支部

佐藤大輔・助教 Treasurer Asian Breast Diseases Association(ABDA)

南　貴子・准教授 運営委員会委員 長崎大学キャリアセンター

武居明日美・講師 評議員 日本循環器学会九州支部

南　貴子・准教授 ダイバーシティ推進員会委員 日本循環器学会九州地方会

南　貴子・准教授 働き方見直し推進委員会委員 長崎大学ダイバーシティ推進センター

南　貴子・准教授 推進委員 テレビ長崎 Ｌｏｖｅｂａｂｙ推進委員会

池田聡司・教授 代議員 日本老年医学会

池田聡司・教授 評議員 国際心血管薬物療法学会

池田聡司・教授 評議員 日本臨床生理学会

池田聡司・教授 FJCS 日本循環器学会

池田聡司・教授 長崎市ストップCKDネットワーク会議委員 長崎市ストップCKDネットワーク会議委員

池田聡司・教授 評議員 日本血管生物医学会

池田聡司・教授 FJCC 日本心臓病学会

池田聡司・教授 社員 日本循環器学会

池田聡司・教授
循環器領域におけるダイバーシティに関す
るガイドライン作成委員会 協力員

日本循環器学会

前村浩二・教授 理事 長崎大学医師会

前村浩二・教授
長崎県循環器病対策推進協議会委員長・心
血管疾患検討委員会委員  

長崎県

前村浩二・教授 臨床研究部顧問、長崎地元連絡協議会委員 (公財)放射線影響研究所

前村浩二・教授 長崎地方裁判所専門委員 最高裁判所

池田聡司・教授 代議員 日本心臓病学会

前村浩二・教授 長崎県世話人 日本高血圧協会

前村浩二・教授 国立研究開発法人審議会委員 厚生労働省

前村浩二・教授 FESC ヨーロッパ心臓病学会

前村浩二・教授 代議員 長崎県医師会

前村浩二・教授 JMA Journal Editor 日本医師会

前村浩二・教授 Arterioscler Thromb Vasc Biol編集委員 American Heart Asoociation

前村浩二・教授 長崎県支部長 日本循環器協会

前村浩二・教授
日本循環器連合リーダーシップミーティン
グ議長

日本循環器連合
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

特 許

前村浩二・教授 PTX3高感度測定法 2006年11月10日 2012年11月22日 特許第5137015号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

前村浩二・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「肺動脈性
肺高血圧における長鎖ノンコーディングRNAの
意義の解明」

江口正倫・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「肺動脈性
肺高血圧における長鎖ノンコーディングRNAの
意義の解明」

池田聡司・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「メタボ
ローム解析を用いた肺動脈性肺高血圧症のバ
イオマーカの網羅的探索」

池田聡司・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「肺動脈性
肺高血圧における長鎖ノンコーディングRNAの
意義の解明」

河野浩章・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域医療
情報システムを用いた脳卒中・心疾患共通レ
ジストリ構築と予後予測因子の探索」

武居明日美・講師 筑波大学附属病院
「下側壁誘導J波を有するJ波症候群における心室細動基
質に関する多施設共同研究」

前村浩二・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「メタボ
ローム解析を用いた肺動脈性肺高血圧症のバ
イオマーカの網羅的探索」

前村浩二・教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費補助金「多彩な自然災害
発災時における循環器病発症・再発予防に資
する注意喚起ツール の開発」

江口正倫・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「好中球活
性化に着目した強皮症合併肺高血圧症の早期
診断・治療標的の包括的同定と展開」

池田聡司・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「好中球活
性化に着目した強皮症合併肺高血圧症の早期
診断・治療標的の包括的同定と展開」

江口正倫・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「メタボ
ローム解析を用いた肺動脈性肺高血圧症のバ
イオマーカの網羅的探索」
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その他
 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

佐藤大輔・助教
日本東洋医学会 第 48 回九州支
部学術総会 支部奨励賞

日本東洋医学会

Synthesis of 11C-
radiolabeled eribulin as a
companion diagnostics PET
tracer for brain
glioblastoma

南　貴子・准教授
長崎県全域の医師の両立支援
に取り組む「あじさいプロ
ジェクト」

九州医事新報 第
711号

2023年8月1日
離職防止やフルタイム復帰支
援、次世代教育等で働く医師
の増加に寄与

前村浩二・教授
「高血圧」の管理で健康寿命
の延伸を〜放置せず日頃から
予防意識を持とう〜

朝日新聞 2023年5月31日

高血圧の原因や合併症、血圧
コントロールの大切さなどに
ついてインタビューを受け
た。

前村浩二・教授

循環器疾患の対策強化訴え、
G7開催に合わせ CfHH、コ
シュ・レイ議⻑「優先順位上
げたい」

日刊薬業 2023年5月17日
G7開催に合わせて長崎で開催
されたCouncil for Heart
Healthについて報道された。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

前村浩二・教授
合併症が怖い「高血圧」正し
く知って重病を防ごう！

読売新聞 2023年1月28日

日頃の血圧管理や早期からの
治療、合併症の予防の大切さ
などについてインタビューを
受けた。
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